
「問屋考古館」定期開館へ
21日から長年閉鎖から地域の文化遺産活用

2
1
日
か
ら
定
期
的
開
館
す
る
岡
屋
考
古
館

諏
訪
地
方
有
志
の
大
昔
調
査
会

諏
訪
地
方
有
志
で
つ
く
り
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
財
の
保
護
活
動

を
行
っ
て
い
る
大
昔
調
査
会
は
2
1

日
か
ら
、
長
年
閉
鎖
さ
れ
て
い
た

「
嘲
卦
考
古
館
」
（
岡
谷
市
本
町

1
）
を
定
期
的
に
開
館
す
る
。
広

く
市
民
に
岡
屋
考
古
館
や
収
蔵
さ

れ
て
い
る
岡
屋
遺
跡
か
ら
の
出
土

品
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
文

化
遺
産
を
活
用
し
た
い
考
え
だ
。

岡
屋
考
古
館
に
は
岡
屋
遺
跡

（
同
市
三
沢
）
か
ら
の
出
土
品
数

百
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
㍉
岡
屋

遺
跡
は
1
9
5
5
（
昭
和
3
0
）
年

に
林
道
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
、

そ
の
後
の
発
掘
調
査
で
縄
文
、
弥

生
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
1
0
軒
や

石
器
、
土
器
な
ど
が
見
つ
か
っ

た
。
当
時
は
行
政
に
よ
る
史
跡
保

護
の
機
運
が
低
か
っ
た
た
め
、
民

間
に
よ
る
保
存
会
が
設
立
。
岡
屋

考
古
館
は
市
民
の
寄
付
に
よ
り
6
2

（
昭
和
3
7
）
年
に
建
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
民
間
で
管
理
さ
れ
て
い

た
が
維
持
が
難
し
く
、
平
成
初
期

ご
ろ
か
ら
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。

定
期
開
館
は
大
昔
調
査
会
が
管

理
。
1
0
月
ま
で
毎
月
第
3
日
曜
日

の
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
開
館

し
、
同
会
会
員
が
来
館
者
に
解
説

す
る
。
入
館
無
料
。
大
昔
調
査
会

の
三
上
徹
也
副
理
事
長
は
「
岡
屋

考
古
館
は
お
そ
ら
く
日
本
一
小
さ

く
ハ
現
存
す
る
考
古
館
の
健
物
と

し
て
は
最
古
か
も
し
れ
な
い
。
埋

蔵
文
化
財
を
守
ろ
う
と
し
た
地
域

の
人
た
ち
の
気
持
ち
が
素
晴
ら
し

い
。
今
後
も
文
化
財
保
護
、
継
承

の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
考
古
館
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
三
上
さ
ん
（
電
話

0
9
0
・
2
2
0
4
・
2
8
1

8
）
へ
。
　
　
（
後
藤
八
十
時
）


